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芦
峅
寺
閻
魔
堂
前
の
義
賢
名
号
碑 

 

平
井 

一
雄 

 

『
北
陸
石
仏
の
会
研
究
紀
要
第
３
号
』（
一
九
九
九
年
十
月
発
行
）
に
伊
藤
曙
覧
先
生
が

「
義
賢
行
者
の
足
跡
」
を
投
稿
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
先
生
は
義
賢
の
立
山
参
詣
に
同
行
し

た
関
根
新
左
エ
門
の
資
料
を
訪
ね
て
新
潟
県
頚
城
村
の
関
根
家
を
数
度
訪
問
さ
れ
て
い
る
。

「
義
賢
行
者
の
足
跡
」
に
は
越
中
立
山
を
訪
ね
た
折
の
関
根
新
左
エ
門
の
控
帳
「
立
山
参

詣
記
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
立
山
参
詣
記
」
の
コ
ピ
ー
を
伊
藤
先
生
よ
り
一
九

九
九
年
二
月
に
い
た
だ
て
い
る
。 

芦
峅
寺
閻
魔
堂
前
の
「
法
印
龍
淵
墓
所
」
碑
の
隣
に
あ
る
「
義
賢
名
号
碑
」
は
関
根
新

左
エ
門
が
父
母
の
菩
提
を
願
っ
て
建
立
し
た
供
養
塔
で
あ
る
。「
立
山
参
詣
記
」
の
中
に
供

養
塔
概
観
図
や
費
用
・
石
工
甚
蔵
等
の
記
載
が
あ
っ
た
の
で
該
当
部
分
の
解
読
を
試
み
た
。

■
は
私
の
能
力
不
足
で
読
め
な
い
字
で
す
。
誤
解
読
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
諸
兄
の
ご

教
示
お
願
い
し
ま
す
。 

八
月
六
日
、
「
立
山
参
詣
記
」

一
部
解
読
を
伊
藤
曙
覧
先
生
に

お
話
し
て
了
解
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

関
根
家
よ
り
入
手
し
た
資
料

は
立
山
博
物
館
に
納
め
て
あ
る

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。 
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芦
峅
寺
閻
魔
堂
前
の
義
賢
名
号
碑 

・
越
前
坂
井
郡
の
雨
宝
童
子
と
六
字
明
王 

・
第
48
回
例
会
報
告 

白
山
麓
の
石
仏
め
ぐ
り 

・
第
49
回
例
会
案
内 

平成 5 年 3 月富山県立山博物館発行『立山中宮寺跡石造物分布調査報告書』より 
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天
保
十
一
子
年
九
月
廿
日 

一 

金
壱
分
也 

是
者
（ハ
）芦
峅
「御
う
ば
堂
」境
内
ニ
関
根
新
左
エ
門 

父
母
之
墓
造
立
之
地
代
と
し
度
尤
場 

処
者
（ハ
）「御
う
ば
堂
」前
布
橋
と
仁
王
門
之
真 

向
テ
左
手
金
地
蔵
之
後
ロ
地
面
三
尺
四
方 

余
ニ
極
也
則
中
宮
寺
役
寮
よ
り
請
取 

■
■
願
■
■
候 

一 

金
壱
両
也 

 

墓
石
代
金 

名
号
戒
名
年
号
等
如
圓
丸
彫
以
上 

関
根
新
左
エ
門 

教
蔵
坊 

善
名
村
石
工 

甚
蔵 

右
■
■
之
同 

 
 
 
 
 
 
 
 

同 

 

金
壱
匁
二
朱 

 
 
 

手
付
金
渡 

右
金
子
請
取
人 

教
蔵
坊 

泉
蔵
坊 

右
請
取
書
泉
蔵
坊
直
筆
二
而 

来
ル
丑
之
五
月
迄
皆
出
来
■ 

極
也
尤
彫
字
之
義
者
追
而 

此
方
手
本
御
■
事 

 

富山県立山博物館所蔵『越中立山参詣記』(天保１１年９月、関根氏)より 
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金沢市銚子町不動尊堂 

天照大神、八幡神、春日神 絹本着色絵像 

白山市白峰林西寺 鋳造雨宝童子 

越
前
坂
井
郡
の
雨
宝
童
子
と
六
字
明
王 

 

滝
本 

や
す
し 

 

神
明
神
社
と
天
照
大
神 

神
明
神
社
は
天
照
大
神
（
大
日
孁
貴
尊
）
を
主
祭
神
と
し
、
そ
の
総
本
社
は
三
重
県
伊

勢
市
宇
治
館
町
の
神
宮
内
宮
で
あ
る
。
皇
大
神
社
、
太
神
宮
、
伊
勢
神
社
と
も
称
し
、
東

京
都
で
は
天
祖
神
社
と
称
さ
れ
る
。
そ
の
数
は
誉
田
別
命
（
応
神
天
皇
）
を
主
祭
神
と
す

る
八
幡
神
社
に
つ
い
で
多
い
。
天
照
大
神
は
太
陽
を
神
格
化
し
た
神
で
、
皇
室
の
祖
神
で

あ
る
。
神
仏
習
合
に
お
い
て
は

神
道
側
の
最
高
神
と
さ
れ
た
。 

 

昨
年
（
平
成
二
十
五
年
）
は

伊
勢
神
宮
の
第
六
十
二
回
式
年

遷
宮
に
あ
た
り
、
十
月
二
日
に

内
宮
（
皇
大
神
宮
）
で
、
十
月

五
日
に
は
外
宮
（
豊
受
大
神
宮
）

で
遷
御
が
斎
行
さ
れ
た
。 

 

雨
宝
童
子 

雨
宝
童
子
は
両
部
神
道
の
神
で
、
赤
精
童
子
と
も
称
さ
れ
る
。
頭
上
に
五
輪
塔
を
乗
せ
、

左
手
に
宝
珠
を
持
ち
、
右
手
で
宝
棒
を
岩
座
に
突
き
立
て
て
立
つ
。
足
元
に
白
狸
を
踏
む

像
も
み
ら
れ
る
。
全
国
各
地
の
神
明
神
社
で
御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
中
部
地

方
で
の
作
例
が
多
い
。 

現
存
す
る
雨
宝
童
子
の
最
古
の
作
例
は
、
三
重
県
伊
勢
市
朝
熊
町
の
臨
済
宗
南
禅
寺
派

金
剛
証
寺
の
木
像
で
あ
る
。
寺
伝
で
は
弘
法
大
師
の
作
と
さ
れ
、
天
照
大
神
が
十
六
歳
の

時
に
日
向
の
国
に
降
臨
し
た
姿
と
言
わ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
の
作
で
、
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
尊
像
は
頭
上
の
五
輪
塔
な
ど
が
鎌
倉
時
代
以
降
の

後
補
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
と
か
ら
あ
っ
た
吉
祥
天
と
思
わ
れ
る
尊
像
を
転
用
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

雨
宝
童
子
は
神
明
神
社
の
御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、
一
般
の

目
に
触
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
御
神
体
の
た
め
調
査
さ

れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
報

告
例
は
少
な
い
。
し
か
し
天
台

宗
寺
院
や
真
言
宗
寺
院
等
に
そ

の
作
例
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
は
明
治
の
神
仏
分
離
の
際
に

寺
院
側
へ
移
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。 

 

六
字
明
王 

六
字
明
王
は
、
六
字
尊
、
六
字
天
、
黒
仏
、
黒
六
字
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
真
言
密
教
に

お
け
る
六
観
音
の
修
法
六
字
経
法
の
本
尊
で
あ
る
。
明
王
と
い
う
名
で
あ
る
が
、
六
観
音

（
聖
観
音
、
千
手
観
音
、
馬
頭
観
音
、
十
一
面
観
音
、
准
胝
観
音
、
如
意
輪
観
音
）
を
一

体
で
表
し
た
菩
薩
で
あ
る
。『
新
纂
佛
像
図
鑑
』
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

六
字
明
王
は
六
字
神
呪
經
に
よ
り
調
伏
を
修
す
る
法
の
本
尊
に
し
て
、
正
觀
音
、
千
手
觀
音
、
馬

頭
觀
音
、
十
一
面
觀
音
、
准
胝
觀
音
、
如
意
輪
觀
音
等
の
六
観
音
の
惣
合
成
就
身
な
り
と
傳
ふ
。
即

ち
六
字
經
の
法
と
は
、
六
字
河
臨
法
或
は
黒
六
字
法
と
稱
し
、
常
の
法
は
壇
上
に
弓
、
箭
、
劍
、
を

置
き
、
護
摩
を
焼
き
、
護
摩
の
世
天
段
に
天
狐
、
地
狐
、
人
狐
の
三
類
形
を
焼
く
も
の
に
し
て
、
若
し

特
に
怨
敵
あ
る
場
合
は
、
其
の
人
の
姓
名
を
記
し
て
之
れ
を
焼
く
法
な
り
。
斯
く
し
て
後
蘆
箭
桑
弓

を
以
て
六
方
を
射
て
怨
敵
を
拂
ひ
、
護
摩
方
中
に
は
伴
儈
に
結
線
法
を
行
ぜ
し
め
、
護
摩
の
法
と
結

線
と
を
施
主
に
送
る
を
通
則
と
す
。
此
の
法
は
慈
覺
大
師
支
那
よ
り
請
來
せ
り
と
稱
す
れ
ど
も
、
其

の
方
法
は
我
が
邦
陰
陽
道
の
請
伏
法
と
類
似
し
、
其
の
流
儀
甚
だ
多
し
、
従
て
此
の
明
王
の
形
相
は

儀
軌
に
其
の
説
な
く
、
又
た
神
呪
經
に
も
之
れ
を
説
か
ざ
る
を
以
て
、
一
定
の
形
相
を
示
す
を
能
は

ざ
れ
そ
も
、
圖
像
鈔
に
は
山
門
の
前
唐
院
に
曼
荼
羅
あ
り
、
題
し
て
六
字
天
王
と
云
ふ
、
そ
の
中
尊

は
六
臂
の
立
像
に
し
て
、
左
右
第
一
手
印
を
作
る
、
今
四
手
持
物
本
圖
「
右
第
二
手
劍
、
第
三
手
日

輪
、
左
第
二
手
鉾
、
第
三
手
月
輪
の
如
し
、
こ
の
尊
未
だ
本
説
を
見
ず
、
山
の
人
云
ふ
、
こ
の
尊
は
唐

院
に
あ
り
と
雖
も
全
く
調
度
の
文
書
な
し
、
鳥
羽
殿
丈
六
の
像
こ
れ
な
り
」
と
。
然
る
に
薄
艸
決
に
引

け
る
六
字
神
呪
王
儀
軌
法
に
は
「
身
相
青
色
に
し
て
四
臂
を
具
す
、
左
第
一
手
大
刀
を
持
し
第
二
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坂井市三国町油屋神明神社旧社殿 

石造雨宝童子(丸彫) 

手
日
輪
を
擧
げ
右
第
一
手
鉾
を
持
し
、
第
二
手
月
輪
を
擧
げ
、
大
暴
悪
相
な
り
」
と
あ
り
。
印
相
は

諸
説
一
定
せ
ず
と
雖
も
、
二
手
各
々
大
指
を
以
て
無
名
指
を
捻
し
、
右
手
掌
を
揚
け
、
右
手
掌
を

覆
せ
右
の
頭
指
を
以
て
左
の
大

指
無
名
指
の
間
に
入
れ
、
右
の

小
指
を
以
て
左
の
中
指
を
押
し
、

右
中
指
を
以
て
左
の
頭
指
を
押

し
、
四
處
を
加
持
す
る
も
の
圖

印
集
に
出
づ
。
真
言
は
佉
智
佉

住
佉
毘
智
、
緘
壽
々
々
多
智
、

婆
智
。 

 

こ
れ
に
は
六
臂
像
と
四
臂
像
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
図
版
は
六
臂
像
の
み
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
『
密
教
大
辞
典
』
に
も
六
臂
像
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、『
佛
像
圖

彙
』
に
は
四
臂
像
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
六
字
明
王
の
作
例
は
全
国
的
に
も
少
な

く
、
特
に
石
像
は
希
で
あ
る
。 

 

越
前
坂
井
郡
の
神
明
神
社 

福
井
県
坂
井
郡
の
六
つ
の
町
は
平
成
の
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
金
津
町
と
芦
原
町
の

二
町
は
あ
わ
ら
市
に
統
合
さ
れ
、
三
国
町
、
坂
井
町
、
丸
岡
町
、
春
江
町
の
四
町
は
坂
井

市
に
統
合
さ
れ
た
。
な
お
本
文
中
で
は
、
こ
れ
以
降
旧
町
名
表
記
を
用
い
る
。 

『
御
大
典
記
念 

福
井
県
神
社
誌
』
（
平
成
六
年
、
福
井
県
神
社
庁
）
に
よ
る
と
坂
井
郡

六
町
の
神
社
総
数
は
二
百
九
十
六
社
で
、
神
明
神
社
は
そ
の
う
ち
の
二
十
八
社
で
あ
る
。

全
体
の
一
割
に
満
た
ず
、
多
い
数
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
こ
の
他
に
、
本
殿
に
天
照
大
神

を
合
祀
す
る
神
社
が
十
五
社
、
境
内
社
お
よ
び
境
外
社
と
し
て
神
明
神
社
を
有
す
る
神
社

が
二
十
一
社
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
法
人
登
録
さ
れ
て
い
な
い
神
社
は
含
ま
れ
て

い
な
い
の
で
、
実
数
は
こ
れ
を
少
し
上
回
っ
て
い
る
。 

『
福
井
県
石
造
建
造
物
調
査
報
告
書 

神
社
編
１
』
（
平
成
十
四
年
、
若
越
建
築
文
化
研

究
所
）
に
、
三
国
町
楽
円
の
神
明
神
社
の
旧
社
殿
と
思
わ
れ
る
石
祠
に
元
和
二
年
（
一
六

一
六
）
の
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
石
祠
は
現
在
確

認
で
き
な
い
。
ま
た
三
国
町
西
谷
の
雨
岡
神
社
の
境
内
社
神
明
神
社
石
祠
に
は
慶
安
元
年

（
一
六
四
八
）
の
銘
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
石
祠
の
奥
壁
内
面
に
は
雨
宝
童
子
立
像
が
浮

彫
り
さ
れ
て
い
る
。 

 

越
前
坂
井
郡
の
神
明
神
社
の
御
神
体 

坂
井
郡
の
神
社
で
確
認
さ
れ
る
雨
宝
童
子
は
十
八
体
で
、
そ
の
う
ち
木
像
は
四
体
、
石

像
は
十
四
体
で
あ
る
。
石
像
十
四
体
の
う
ち
で
丸
彫
り
は
二
体
、
浮
彫
り
は
十
一
体
、
石

柱
に
筆
で
雨
宝
童
子
の
絵
像
が
描
か
れ
た
も
の
が
一
体
で
あ
る
。
浮
彫
り
像
は
石
祠
の
奥

壁
に
彫
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
の
奥
壁
の
み
の
残
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
坂
井
郡
の
神
社
で
確

認
さ
れ
る
六
字
明
王
は
七
体
で
、
こ
れ
ら
は
全
て
六
臂
の
浮
彫
り
の
石
像
で
あ
る
。
こ
れ

ら
も
石
祠
の
奥
壁
に
彫
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
の
残
欠
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
他
に
、
刻
像
で

は
な
く
「
天
照
皇
大
神
」
等
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。
御
神
体
の
た
め

調
査
で
き
な
い
も
の
が
多
い
の
で
、
実
数
は
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
多
い
で
あ
ろ
う
。 

分
布
密
度
に
差
異
は
み
ら
れ

る
が
、
雨
宝
童
子
は
坂
井
郡
の

ほ
ぼ
全
域
に
分
布
し
て
い
る
。

し
か
し
六
字
明
王
は
芦
原
町
に

三
体
、
三
国
町
に
三
体
、
坂
井

町
に
一
体
が
確
認
さ
れ
る
が
、

金
津
町
、
丸
岡
町
、
春
江
町
に

は
一
体
も
確
認
さ
れ
な
い
。
坂

井
郡
の
北
西
部
に
集
中
し
て
い

る
。 

 
坂
井
郡
の
北
西
部
で
は
、
天
台

宗
と
結
び
つ
い
た
神
明
信
仰
で

は
雨
宝
童
子
を
御
神
体
と
し
、
真

言
宗
と
結
び
つ
い
た
神
明
信
仰

で
は
六
字
明
王
を
御
神
体
と
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
雨
宝
童
子

坂井市坂井町上関八幡神社境内社 

石造六字明王(浮彫) 
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坂井市三国町池上伊伎神社本殿合祀 

石造雨宝童子三尊(浮彫) 『池上区史』より 

越 前 坂 井 郡 の 雨 宝 童 子 と 六 字 明 王 

が
み
ら
れ
る
地
域
で
は
天
台
宗
の
勢
力
が
強
く
、
六
字
明
王
が
み
ら
れ
る
地
域
で
は
真
言

宗
の
勢
力
が
強
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
こ
の
地
域
の
真
言
宗
寺
院
で
は
六

字
明
王
の
木
像
や
絵
像
な
ど
は
確
認
で
き
ず
、
六
字
明
王
が
神
明
神
社
の
御
神
体
と
さ
れ

た
経
緯
な
ど
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
な
お
真
言
系
で
は
、
大
日
如
来
を
御
神
体
と
し
て
い

る
例
も
み
ら
れ
る
。 

 

石
造
の
雨
宝
童
子
や
六
字
明
王
に
は
、
単
体
像
だ
け
で
な
く
三
尊
形
式
の
も
の
も
い
く

つ
か
み
ら
れ
る
。 

雨
宝
童
子
三
尊
は
、
芦
原
町
牛
山
の
神
明
神
社
境
内
の
旧
社
殿
内
と
、
近
く
の
三
国
町

池
上
の
伊
伎
神
社
本
殿
内
に
確
認
さ
れ
る
。 

伊
伎
神
社
本
殿
内
の
雨

宝
童
子
三
尊
は
、
合
祀
さ

れ
た
神
明
神
社
の
御
神
体

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
雨
宝
童
子
三
尊

は
い
ず
れ
も
中
央
に
雨
宝

童
子
が
大
き
く
彫
ら
れ
、

向
か
っ
て
右
に
延
命
地
蔵
、

向
か
っ
て
左
に
は
制
吨
迦

童
子
と
み
ら
れ
る
像
が
脇

侍
と
し
て
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
手
法
か
ら
江
戸
時
代
前
期
の
作
と
思
わ
れ
る
。
な
お
伊

伎
神
社
本
殿
内
に
は
、
円
柱
状
の
石
棒
に
筆
で
描
か
れ
た
雨
宝
童
子
の
彩
色
絵
像
が
み
ら

れ
る
が
、
笏
谷
石
以
外
で
の
唯
一
の
作
例
で
あ
り
、
後
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

六
字
明
王
三
尊
は
、
私
は
実
見
し
て
い
な
い
が
『
芦
原
町
史
』
に
芦
原
町
北
本
堂
の
神

明
神
社
本
殿
内
の
尊
像
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
写
真
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
央
に

六
字
明
王
が
彫
ら
れ
、
向
か
っ
て
右
に
阿
弥
陀
如
来
、
向
か
っ
て
左
に
は
釈
迦
如
来
が
脇

侍
と
し
て
彫
ら
れ
て
い
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
の
銘
が
入
っ

て
い
る
そ
う
で
あ
る
。 

 

神
明
神
社
の
御
神
体
の
造
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
石
祠
奥
壁
の
浮
彫
り
像
は
江
戸
時
代

前
期
か
ら
中
期
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
い
く
つ
か
み
ら
れ

る
。
丸
彫
り
の
石
像
は
、
幕
末
か
ら
明
治
の
作
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
木
像
に
つ
い
て
は
、

江
戸
時
代
初
期
（
推
定
）
か
ら
明
治
時
代
ま
で
の
長
期
間
の
作
例
が
み
ら
れ
る
。 

                         

坂
井
市
春
江
町
安
沢 

坂
井
市
坂
井
町
清
永 

坂
井
市
坂
井
町
田
島 

坂
井
市
坂
井
町
御
油
田 

同 坂
井
市
坂
井
町
下
関 

坂
井
市
坂
井
町
上
関 

坂
井
市
三
国
町
山
岸 

同 坂
井
市
三
国
町
黒
目 

坂
井
市
三
国
町
西
今
市 

坂
井
市
三
国
町
油
屋 

坂
井
市
三
国
町
神
明
二
丁
目 

坂
井
市
三
国
町
加
戸 

坂
井
市
三
国
町
西
谷 

坂
井
市
三
国
町
平
山 

同 坂
井
市
三
国
町
池
上 

あ
わ
ら
市(

芦
原
町)

北
本
堂 

あ
わ
ら
市(

芦
原
町)

牛
山 

あ
わ
ら
市(

芦
原
町)

城 

あ
わ
ら
市(

芦
原
町)

赤
尾 

あ
わ
ら
市(

金
津
町)

伊
井 

あ
わ
ら
市(

金
津
町)

清
王 

あ
わ
ら
市(

金
津
町)

山
十
楽 

住
所 

安
澤
神
社 

境
内
旧
社
殿 

白
山
神
社 

境
内
社 

神
明
神
社 

本
殿 

八
幡
神
社 

本
殿
合
祀 

同 
 
 
 

同 
 

② 

春
日
神
社 

境
内
社
① 

八
幡
神
社 

境
内
社 

片
岸
神
社 

境
内
社 

同 
 
 
 

同 
 
 

② 

春
日
神
社 

本
殿
合
祀
① 

神
明
神
社 

本
殿 

神
明
神
社 

境
内
旧
社
殿 

神
明
神
社 

本
殿 

加
戸
神
社 

境
内
社 

雨
岡
神
社 

境
内
社 

春
日
神
社 

境
内
社 

同 
 
 
 

同 
 
 

② 

伊
伎
神
社 

本
殿
合
祀
① 

神
明
神
社 

本
殿 

神
明
神
社 

境
内
旧
社
殿 

神
明
神
社 

本
殿 

白
山
神
社 

境
内
社 

白
山
神
社 

境
内
社 

金
峰
神
社 

境
内
社 

神
明
宮 

本
殿 

鎮
座
地 

石
造
雨
宝
童
子
立
像(

浮
彫) 

石
造
雨
宝
童
子
立
像(

浮
彫) 

木
造
雨
宝
童
子
立
像(

丸
彫) 

・
明
治
四
年(

一
八
七
一) 

木
造
雨
宝
童
子
立
像(

丸
彫) 

石
造
雨
宝
童
子
立
像(

浮
彫) 

・
宝
永
六
年(

一
七
〇
九) 

石
造
雨
宝
童
子
立
像(

浮
彫) 

石
造
六
字
明
王
立
像(

浮
彫) 

石
造
六
字
明
王
立
像(

浮
彫) 

石
造
雨
宝
童
子
立
像(

丸
彫) 

石
造
雨
宝
童
子
立
像(

浮
彫) 

木
造
雨
宝
童
子
立
像(

丸
彫) 

石
造
雨
宝
童
子
立
像(

丸
彫) 

木
造
雨
宝
童
子
立
像(

丸
彫) 

石
造
六
字
明
王
立
像(

浮
彫) 

石
造
雨
宝
童
子
立
像(

浮
彫) 

・
慶
安
元
年(

一
六
四
八) 

石
造
六
字
明
王
立
像(

浮
彫) 

石
造
雨
宝
童
子
立
像(

絵
像) 

石
造
雨
宝
童
子
三
尊
立
像(

浮
彫) 

脇
侍:

地
蔵
菩
薩
、
制
吨
迦
童
子 

石
造
六
字
明
王
三
尊
立
像(

浮
彫) 

脇
侍:

阿
弥
陀
如
来
、
釈
迦
如
来 

・
元
禄
九
年(

一
六
九
六) 

 

石
造
雨
宝
童
子
三
尊
立
像(

浮
彫) 

脇
侍:

地
蔵
菩
薩
、
制
吨
迦
童
子 

石
造
六
字
明
王
立
像(

浮
彫) 

石
造
六
字
明
王
立
像(

浮
彫) 

石
造
雨
宝
童
子
立
像(

浮
彫) 

・
天
保
十
二
年(

一
八
四
一) 

石
造
雨
宝
童
子
立
像(

浮
彫) 

石
造
雨
宝
童
子
立
像(

浮
彫) 

御
神
体
尊
像 

・
造
立
年 
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石の木塚(柱状立石群) 

月橋観音堂の三宝荒神泥像 

第
48
回
例
会
報
告 

白
山
麓
の
石
仏
め
ぐ
り 

 

酒
井 

靖
春 

  

平
成
二
十
六
年
五
月
十
八
日
（
日
）
白
山
麓
の

石
仏
め
ぐ
り
は
、
風
に
そ
よ
ぐ
木
々
も
眩
し
い
、

そ
ん
な
快
晴
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。 

 

初
め
に
白
山
市
石
立
町
に
あ
る
【
石
の
木
塚
】

に
行
き
ま
し
た
。 

 

石
井
さ
ん
の
説
明
で
は
、
こ
こ
は
海
も
近
く
手

取
川
も
流
れ
て
い
る
た
め
、
ど
う
や
ら
交
通
の
要

衝
で
あ
り
、
朝
鮮
と
の
交
流
地
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
の
事
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
石
柱

は
朝
鮮
式
の
道
標
で
は
な
か
ろ
う
か
と
話
さ
れ
、

と
て
も
興
味
深
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
製
作
年

代
も
古
く
十
世
紀
頃
の
よ
う
で
、
こ
れ
だ
け
古
い

物
が
残
っ
て
い
る
事
に
も
感
動
致
し
ま
し
た
。 

次
に
Ｊ
Ｒ
加
賀
・
笠
間
駅
近
く
の
公
園
に
あ
る

【
卵
石
と
石
撞
】
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
予
定
に
な
い
所
で
し
た
が
、
こ
ち
ら
の
石

撞
も
年
代
が
古
く
、
今
回
案
内
し
て
頂
い
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。 

 

白
山
市
島
田
町
で
案
内
し
て
下
さ
っ
た
板
碑
群
は
、
別
所
か
ら
移
動
し
て
保
存
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
美
し
い
梵
字
の
板
碑
は
初
め
て
見
る
形
で
あ
り
、
心
惹
か
れ
ま
し
た
。 

向
か
い
に
あ
る
八
幡
神
社
の
狛
犬
は
逆
立
ち
を
し
た
物
で
、
富
山
で
も
い
く
つ
か
同
じ

形
態
の
物
が
あ
り
ま
す
。
金
沢
石
工
・
福
嶋
伊
之
助
が
銘
工
で
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
作
品
を
他
に
も
残
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
富
山
県
に
も
福
嶋
伊
之
助
の
作
っ
た
狛
犬
が

あ
り
、
こ
の
八
幡
社
の
狛
犬
と
似
た
よ
う
な
作
り
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

白
山
市
鶴
来
本
町
の
一
閑
寺
で
は
、
磨
崖
不
動
明
王
と
そ
の
足
下
に
あ
る
板
五
輪
塔
と
、

笠
ひ
さ
し
付
の
延
命
地
蔵
が
あ
り
、
巨
大
な
物
と
し
て
は
、
と
て
も
珍
し
い
物
で
し
た
。

寺
内
は
写
真
撮
影
禁
止
の
為
、
撮
影
で
き
ず
、
と
て
も
残
念
で
し
た
。 

墓
地
で
は
、
家
型
石
棺
を
初
め
て
見
ま
し
た
。
石
棺
自
体
、
初
め
て
見
ま
し
た
が
、
家

型
と
な
っ
て
い
る
物
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
遠
目
で
は
あ
り

ま
す
が
、
寺
の
横
に
あ
る
法
華
塔
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

白
山
市
月
橋
町
で
は
、
月
橋
観
音

堂
に
あ
る
三
宝
荒
神
泥
像
を
地
元
の

人
に
開
け
て
も
ら
い
、
見
学
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
滝
本
さ
ん
の
話
で
は
、
石

造
の
物
も
あ
り
、
富
山
県
内
に
も
あ
る

と
聞
き
、
探
し
に
行
く
楽
し
み
も
で
き

ま
し
た
。 

白
山
市
三
宮
町
・
白
山
比
咩
神
社

で
は
、
宝
物
館
を
神
職
の
案
内
の
元
、
説
明
を
受
け
な
が
ら
六
地
蔵
板
碑
と
木
造
狛
犬
宝

物
を
見
学
致
し
ま
し
た
。
写
真
撮
影
の
許
可
を
頂
き
、
狛
犬
を
撮
影
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

神
社
の
外
に
出
て
し
ば
ら
く
行
く
と
祠
が
あ
り
、
瀬
織
津
姫
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

瀬
織
津
姫
と
は
穢
れ
を
祓
う
神
様
で
、
大
祓
詞
に
も
登
場
さ
れ
て
い
ま
す
。 

白
山
市
八
幡
町
の
八
幡
神
社
で
は
、
磨
崖
仏
か
ら
切
り
出
し
た
泰
澄
大
師
坐
像
を
見
学

致
し
ま
し
た
。
人
の
背
の
高
さ
ぐ
ら
い
あ
る
大
き
さ
に
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。 

白
山
市
今
町
波
切
の
不
動

明
王
も
磨
崖
仏
で
、
こ
ち
ら
も

切
り
出
さ
れ
た
物
で
し
た
が
、

立
派
な
建
物
の
中
に
あ
り
、
周

り
に
小
さ
な
仏
様
達
も
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
小
さ
な
仏
様

達
は
、
ま
る
で
不
動
明
王
の
眷

属
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
不

動
明
王
は
、
前
を
流
れ
る
大
き

な
用
水
を
見
守
っ
て
お
ら
れ

波切不動明王 
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集福寺の地蔵 

一閑寺磨崖不動明王の前にて記念撮影 

る
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た
。 

白
山
市
白
山
町
の
【
か
た
が
り
地
蔵
】
は
、
磨
崖
仏
の
切
出
し
石
仏
で
す
。
こ
の
地
域

な
ら
で
わ
の
、
昔
の
信
仰
風
景
を
想
像
で
き
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
地
蔵
で
し
た
。 

尾
田
さ
ん
の
話
で
は
、
坐
像
の
下
は
蓮
台
で
な
い
の
で
、
地
蔵
さ
ま
で
な
く
八
幡
神
な

の
で
は
と
い
う
事
で
し
た
。
ま
た
、
下
に
沢
山
宝
塔
が
彫
っ
て
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

後
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
お
話
を
聞
き
、
大
変
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。 

白
山
市
若
原
町
の
八
幡
神
社
で
は
、
社
殿
の
中
に
あ
る
青
面
金
剛
像
は
珍
し
く
四
臂
で
、

上
の
両
手
で
両
耳
を
押
さ
え
、
下
の
右
手
に
剣
を
持
ち
、
下
の
左
手
は
何
か
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
坐
像
で
し
た
。
下
の
左
手
に
何
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
は
、
は
っ
き
り
と
は
解

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

富
山
市
西
番
の
鉄
心
寺
に
も
四
臂
で
、
指
で
耳
を
塞
ぐ
不
動
明
王
の
様
な
仏
像
が
有
る

の
を
思
い
出
し
、
も
し
か
し
た
ら
、
同
じ
仏
様
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。 

能
美
市
岩
本
町
の
岩
本
神
社
に
有
る
五
輪
塔
群
で
は
、
地
元
町
内
会
の
方
に
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
神
社
の
中
も
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
中
に
あ
る
狛
犬
は
、
白
山
狛
犬
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
奥
に
も
シ
ン
プ
ル
な
白
山
狛
犬
に
似
た
小
さ
な
狛
犬

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

最
後
は
能
美
市
辰
口

町
の
集
福
寺
に
行
き
、
大

き
な
笏
谷
石
の
綺
麗
な

地
蔵
尊
を
見
学
し
ま
し

た
。 

そ
の
地
蔵
尊
を
見
て
い

る
と
、
今
ま
で
見
て
き
た

磨
崖
仏
に
ダ
ブ
っ
て
見

え
、
不
思
議
な
感
じ
が
し

ま
し
た
。 

こ
の
報
告
書
を
書
い
て
い
る
と
、
ふ
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

最
初
に
見
た
朝
鮮
式
道
標
か
ら
始
ま
り
、
多
く
の
磨
崖
仏
を
見
学
さ
せ
て
頂
い
た
事
か

ら
、
手
取
川
流
域
は
渡
来
人
の
影
響
を
強
く
受
け
た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。 

今
回
も
多
く
の
石
仏
を
見
学
で
き
、
有
意
義
な
一
日
で
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。 

解
説
し
て
頂
い
た
方
達
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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 境護国寺の寛明碑 笹川路傍の阿弥陀如来 大家庄天香寺の観音 

北陸石仏の会 第４９回例会 

―富山県朝日町の石仏めぐり― 
平成２６年１０月１９日(日) 

 

参 加 費：５０００円（バス・資料代） 

集合場所：①ＪＲ金沢駅西口………７時００分 

②ＪＲ砺波駅南口………７時４０分 

③大沢野文化会館………８時２０分 

④ＪＲ泊駅………………９時３０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田１７７０ 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局

締め切り：平成２６年１０月１０日(金) 

案   内：川端典子(朝日町)、平井一雄(富山市)、滝本やすし(金沢市) 

    

◎大平 十二社／狛犬、石祠 

◎境 一里塚／「法界萬霊供養塔」、題目塔、青面金剛 

◎境 高野山真言宗護国寺／「納経塚」、「南無大師遍照金剛(寛明)」、四国八十八ヶ所霊場石仏 

◎境 西町共同墓地／「法界萬霊供養塔」、地蔵、観音、文殊菩薩、青面金剛 

◎横尾 路傍／法華塔、地蔵、観音、不動明王、青面金剛、弘法大師、力士の碑 

◎笹川 路傍／阿弥陀如来 

◎笹川 個人宅／屋敷神(地神様) 

◎泊 曹洞宗松林寺／観音、六地蔵、青面金剛 

◎南保 高野山真言宗清水寺／西国三十三ヶ所観音、不動明王、青面金剛、「青面大金剛神」 

◎大家庄 曹洞宗天香寺／法華塔、観音 

◎殿町 観音庵／地蔵 

◎横水 一里塚／題目塔、地蔵、観音、青面金剛 

[諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。] 

 

平成２６年度会費未納の方は、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。 


